
室戸岬灯台（高知県室戸市）
（写真提供：PIXTA）

日本に西洋灯台の明かりが初めて灯ったのは 1869（明

治 2）年の 2 月。場所は三浦半島の観音埼でした。その

光の源は中国産の落花生油（が燃える炎）でしたが、そ

れまで灯明台の小さな明かりしか知らなかった人たち

は、レンズを通して遠くまで放たれる光の帯に驚き、感

動したことでしょう。

それから 150 年間、灯台は日本の海を照らしつづけて

います。明治時代に建てられた灯台で、今も現役として

活躍している灯台は約 60 基。これら灯台と、灯台によ

る船の航行の安全を支えてきたのは、単に灯台が堅牢で

あったからだけではありません。そこには、灯台守をは

じめとする多くの人たちと、灯台業務に特化した船艇の

奮闘があったのです。

本企画展は、日本における灯台の歴史と役割を紹介する

ものですが、そこで大切な役割を果たしてきた灯台守と

灯台補給船にもスポットライトを当てました。光を発す

ることによって海の航行の安全を支える機能をもつ灯台

とそこに関わる人たちに、外から光を当てることによっ

て、いっそうの親しみを感じていただければ、企画者と

してこれに勝る喜びはありません。

ごあいさつ

（神戸海洋博物館　海上保安庁展 2018 企画パネルより）
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